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「自分も牛になるんだ。」、そう思って手綱を引く。人が牛をリ ー ドし、牛とともに歩き、牛の

体型や歩行、気質を競う品評会。それが共進会です。私が初めて家の牛を引かせても

らったのは忘れもしない中学1年の時でした。結果は8頭中6位。無惨な結果に終わり

ました。牛が思うように歩いてくれず、途中で止まったりそして暴れたりと、自分のリ ー ドの

未熟さを痛感し、恥ずかしさと悔しさから早く終わってほしいと惑じずにはいられませんで

した。

私の家は、栃木県北部の那須塩原市で酪農を経営する専業農家です。現在、作乳牛

34頭、育成牛22頭を飼育し、1日の平均乳量は1000kg、年間の粗収入は約3,300万円です。

祖父がクワ1本で原野を切り開き、乳牛1頭からのスタ ー トでした。当時は現在のような用水

路はまったくなく、イネをつくりたくても水がない状態で、コップ1杯の水にも苦労したそうです。

麦や粟、稗の現金収入ではたかが知れており、何とか現金収入を増やしたいと、酪農経営を

始めました。その後、父が頭数を増やし現在の規模にまで拡大してきました。仕事を一緒に

手伝いながら、祖父や父のこの話を聞くたびに、「自分もこの那須の大地で牛を飼いたい！」、

と思わずにはいられません。

中学1年の共進会をきっかけに、私は父や近所の酪農家にリ ー ドのしかた を学ぶため、

土、 日曜日は必ず牛舎に通いました。「気持ちが通じ合えばきっと歩いてくれる。」そう思い、

できるだけ牛と触れ合うようにしました。牛とともに少しず つ呼吸を合わせ歩けるように

なるのに3年かかりました。そして那須拓陽高校に人学した年の4月、県の共進会に私は

わが家の牛「レッドマン」とともに出場しました。「無理な力を入れず、自分も牛だと思って

歩くんだ。」、そう自分に言い聞かせながら順番 を待ちました。緊張の長い時 間。これまで

レッドマンと毎日 一 緒に体を洗い、毛刈りを行い、寝食もともにした私は次第に気が落ち

着いてきました。レッドマンは前日からエサを食い込んでいたので、体がしっかりとできていて、

コンディションは好調でした。そしていよいよ出番です。レッドマンは調教の時のようにしっかり

と歩き、優雅な姿を見せてくれました。結果はなんと1位になることができました。あの時の

うれしさと興奮は今でも忘れることはできません。しかも、この共進会は関東地区の予選を

兼ねていたため、関東大会の出場権を得ることもでき、二重の喜びとなりました。

しかし、この喜びもしっかりした経営基盤があってのことなのです。「父の後を継いだとき、

果たして自分に何ができるのだろう。」私は今、高校3年生になり、将来の経営を真剣に考える

ようになりました。「祖父や父が築いてきたわが家の酪農経営を自分はさらに大きくしたい。」、

そう考えると期待と不安が胸をよぎります。そこで、さらに経営を発展させるためにはどう








